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事務事業番号　30720

事務事業名 介護予防普及啓発事業

事業開始年度 平成18年度～ 担当部署 福祉部　高齢社会室

根拠法令 介護保険法、地域支援事業実施要綱（国）

実施方法
□直営 □委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■その他（一部委託：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目　　　的
（何のために）

６５歳以上の高齢者に対して健康に対する自覚を高めるため、啓発をはじめ、健康づくり・疾病予防・介護予
防に関する取り組みの実践の勧奨と機会の提供、地域を基盤とした健康づくり活動の支援をおこなう。

対　　　象
（誰・何を対象に）

65歳以上の市民

事業内容
介護予防等に資する基本的な知識を普及啓発するための有識者等による講演会や相談会等の開催。
介護予防等に資する基本的な知識を普及啓発するためのパンフレット等の作成や配布。
介護予防等に関する知識や情報、介護予防事業への参加等の記録をするための媒体の配布。

類似事業 あり

事業の必要性
高齢者を対象とした、介護予防や健康づくりに対する意識を高め、現在の心身機能の維持・向上をめざす
ための事業として必要である。

コ　　ス　　ト

H22年度決算 H23年度決算 H24年度当初予算

従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

1.39

0.00

0.05

人件費計(A) 11,358 13,273 13,128

直接経費(B) 20,551 18,082 59,670

総事業費(A+B) 31,909 31,355 72,798

財源内訳

H22年度決算 H23年度決算 H24年度当初予算

国庫支出金 5,110 4,520 14,918

府支出金 2,555 2,260 7,459

受益者負担
(使用料等)

10,221 9,041 29,835

その他 110 0 0

一般財源 13,913 15,534 20,586

平成23年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

内　　　　　容 金　　　額

介護予防普及啓発事業経費（報償金1,613、消耗品費176、通信運搬費21、委
託料16205、使賃料67）委託料…地域包括支援センター、枚方体育協会、街か
どデイハウス、大阪府柔道整復師協会

18,082
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単位

① 回

② 人

③

① 円

② 円

③

福祉部　高齢社会室

1,447 1,460 1,500

講座参加者数

事務事業番号　30720

事務事業名 介護予防普及啓発事業

事業開始年度 平成18年度～ 担当部署

21,490 48,532

活動実績

活動指標もしくは成果指標 H22年度 H23年度 H24年度(見込み)

講座開催数

5,200

13,071 13,103 14,000

成果目標
（目標とする成果）

多くの市民に介護予防等に関する各種講座等に参加いただき、普及啓発していく。

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

総事業費／講座開催数 22,052

総事業費／講座参加者数 2,441 2,394

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

当該事業のほか、出前講座（生涯学習課所管）においても介護予防の講座の
開催依頼が増えてきているところであり、市民の意識・関心も高まっていると考
える。こうした中、各講座における受講者数のさらなる拡大を目指して講座内容
の充実を図るとともに、一層の周知に努める。

特記事項

《事業内容》
① 高齢者健康づくりプロジェクト　②元気アップ総合講座　③高齢者元気はつらつ健康づくり事業（地域包
括支援センター委託）　④生涯現役地域づくり事業（地域包括支援センター委託）　⑤運動機能向上等の介
護予防教室普及啓発事業（枚方体育協会委託）　⑥街かどデイハウス介護予防教室（街かどデイハウス委
託）　⑦介護予防のためのご近所運動教室（大阪府柔道整復師会委託）

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続
より多くの市民が介護予防についての知識習得や実践を行うことができるよう、
参加者へのアンケートの実施しニーズの把握をしている。その結果を反映し、
講座内容をより充実させるとともに、各講座のさらなる周知を図る。

一次評価結果
・効率性の検証の必要性があるのでは
・費用対効果の検証が必要では


